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平成２７年第３回国立大学法人旭川医科大学役員会議事要旨 

 

 
１．日 時 ： 平成２７年３月２６日（木）午前１１時００分～ 

２．場 所 ： 第二会議室 
３．出席者 ： 吉田 晃敏学長，松野 丈夫理事，藤尾 均理事，竹中 英泰理事 

４．陪席者 ： 宮森 雅司監事，髙野 一夫監事，久保事務局長，太田学長政策推進室長， 
社本監査室長，萩総務部長，小出教務部長，千葉病院事務部長，大石総務課長， 
滝本企画広報評価課長，伊藤会計課長，藤井施設課長 

 
議事に先立ち，平成２７年第２回役員会（平成２７年２月１０日開催）及び臨時役員

会（平成２７年３月４日開催）の議事要旨が諮られ，これが了承された。 
 
議題 

１．助教から医員への異動について 

本件について，学長から発議及び資料１に基づき，次のとおり説明があった。 
①助教から医員への異動は原則行わないこととし，やむを得ず行おうとする場合

には，当該講座等の長から書面による異動の必要性の申し出により，大学運営

会議の議を経て事前に役員会の承認を得なければならないことが，平成１９年

２月１４日開催の役員会において決定されていること。 
   ②この度，救急科所属の柏木 友太助教が，一身上の都合により平成２７年４月

１日付けで同所属の週４日勤務の医員として勤務することを希望しているため，

やむを得ず医員への異動を行いたいと考えていること。 
   ③本件については，３月１７日開催の大学運営会議の議を経ていること。 

審議の結果，柏木 友太助教について，平成２７年４月１日付けで医員として採

用することが了承された。 
  

 ２．予算編成方針について 

 及び 

 ３．平成２６事業年度決算収支見込み及び平成２７事業年度当初予算（案）について 

   本件について，学長から発議があり，次いで伊藤会計課長から資料３－１～２及

び資料２－１～２に基づき，「平成２６事業年度予算収支見込み」，「平成２７事業年

度予算編成方針」及び「平成２７事業年度当初予算（案）」について説明があった。 

その後，審議の結果，原案のとおり了承された。 

    

 ４．業務方法書の改正について 

本件について，学長から発議があり，次いで萩総務部長から資料４－１～６に基 
づき，改正理由，改正内容について説明があり，審議の結果，業務方法書の改正が 
原案のとおり了承された。 

 
 

 ５．平成２７年度 年度計画（案）について 

 本件について，学長から発議があり，次いで滝本企画広報評価課長から，資料５
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－１～２に基づき，平成２７年度年度計画（案）について説明があり，審議の結果，

原案のとおり了承された。 
なお，平成２７年度年度計画は，本年３月末までに文部科学大臣へ届け出るとと

もに，本学のホームページで公表する旨学長から付言があった。 
 

６．教員の年俸制導入に伴う関係規程の制定等について 

   本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から，資料６－１～２ 
に基づき，制定理由と概要について説明があり，審議の結果，教員の年俸制導入に 
伴う規程が原案のとおり了承された。 

 
 ７．職員退職手当規程の一部改正について 
   本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から，資料７－１～２

に基づき，改正理由と概要について説明があり，審議の結果，職員退職手当規程の

一部改正が原案のとおり了承された。 
 

８．時間外手術等手当の新設に伴う給与規程等の制定等について 
   本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から，資料８－１～４

に基づき制定理由と関連規程の一部改正等についての説明があり，審議の結果，給

与規程等の一部改正が原案のとおり了承された。 
 
 ９．職員懲戒規程の一部改正について 

   本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から，資料９に基づき 
改正理由と改正概要について説明があり，審議の結果，職員懲戒規程の一部改正が 
原案のとおり了承された。 

 
１０．職員育児休業・介護休業規程等の一部改正について 
      本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から，資料１０－１～ 

４に基づき概要と改正案の内容について説明があり，審議の結果，職員育児休業・ 
介護休業規程の一部改正が原案のとおり了承された。 

 
１１．旭川医科大学学生の懲戒等に関する規程（案）の制定について 
   本件について，学長から発議があり、次いで西田学生支援課長から，次のとおり

説明があった。 
①本学では，学則に規定する学生の懲戒に関しての取扱規程等は特に定めておら

ず，教務・厚生委員会が中心となり適切に対応してきたが，懲戒の基準や組織

的な対応体制をより明確化して，学生に明示するため，学生懲戒規程を制定す

ることが望ましいとの見解が示されたこと。 
    ②本年４月に学校教育法施行規則が改正され，今後は学長が，学生の懲戒に関す

る適切な手続を定めることが義務づけられたこと。 
    ③教務・厚生委員会で，新たな学生の懲戒に関する規程及び懲戒のガイドライン

の案を検討し，大学院の修士・博士の各課程小委員会で意見聴取し，本学の成

川顧問弁護士の助言を受け、資料１１－１～３のとおり案を作成したこと。 
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    引続き，西田学生支援課長から事前配布資料に基づき説明の後，審議の結果，学 
生の懲戒等に関する規程が原案のとおり了承された。 

 

１２．次世代育成支援対策推進法に基づく「一般事業主行動計画」の策定について 
 本件について，学長から発議があり，次いで大石総務課長から「次世代育成支援

対策推進法」は，平成１７年度から，平成２６年度までの１０年間の時限法として

制定されたこと。平成２６年４月に同法が改正され，同法の有効期限が平成２７年

度から平成３６年度までの１０年間に延長されたこと。本学の計画期間は，平成 

２２年度から平成２６年度までの５年間で，本年度末で終了となることから，新た

に「行動計画」を策定した旨の報告があった。 

引続き，大石総務課長から資料１２に基づき説明があり，審議の結果，資料のと

おり「行動計画」を策定することが了承された。 

 

１３．深川市立病院との連携と協力に関する協定の締結について 

本件について，学長から，深川市立病院から地域医療の安定的な医療体制の確保 
に向け，本学と緊密に連携，協力することを目的として，連携協力協定を締結した

い旨の申し出があったことの説明があり，次いで，大石総務課長から資料１３に基

づき協定の内容について説明があった。 
その後，審議の結果，資料のとおり協定を締結することが了承された。 
なお，本協定を締結するにあたり４月２日（木）午後３時３０分から本学第一会

議室において協定調印式を執り行う旨学長から付言があった。 
 

 

 

 

次回の開催予定 

  次回役員会は，平成２７年４月８日（水）午前１１時００分から開催すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                         


